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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 
 
（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は 1,638 億 65 百万円となりました。

前期より引き続き、経営及び事業の合理化・効率化をより一層推進し、経費の削減に努めま

したが、マンションの売上計上戸数が第４四半期に集中することにより前年同期と比較して

減少しているため、営業損失は 1 億 50 百万円、経常損失は 10 億 60 百万円、四半期純損失

は 16 億 66 百万円となりました。 

セグメント別売上高の内訳 
（単位：百万円） 

セグメント 部  門 
前第３四半期 

連結累計期間 

当第３四半期 

連結累計期間 
前連結会計年度 

住 宅 資 材 101,385 109,581 134,862 

木 材 市 場 13,325 13,410 17,343 住宅資材 

計 114,711 122,991 152,206 

マ ン シ ョ ン 25,090 19,596 40,174 

一 戸 建 住 宅 3,269 4,548 7,047 

管 理 そ の 他 10,212 10,985 14,711 不 動 産 

計 38,571 35,130 61,932 

そ の 他 そ  の  他 5,617 5,743 8,688 

合     計 158,901 163,865 222,828 

(注) 第１四半期連結会計期間よりセグメント区分を変更しており、前第３四半期連結累
計期間については、新セグメントに組み替えて記載しております。 

【住宅資材事業】 

住宅資材事業では、新設住宅着工戸数が平成 22 年 8 月以降は月間 7 万戸を超えるなど持ち

直しの傾向が強まり、平成 22 年 1～12 月の新設着工戸数は 813 千戸（対前年同期比 3.1％増

加）となりました。 

このような環境の中、住宅エコポイント制度やフラット 35Ｓ融資金利引き下げなどの住宅

投資拡大促進政策による需要を取り込むべく、住宅資材の総合展示会「住まいの耐震博覧会」

を東京、仙台、名古屋、福岡で開催するとともに、全国の木材市場等に手続き窓口を設け、こ

れらの施策の普及を図りました。また、長期優良住宅の普及、住宅履歴情報の整備、国産材の

利用促進、太陽光発電の拡大、住宅の耐震化の推進など、今後も引き続き強化が見込まれる施

策に対し、より積極的な対応を図るべく組織・体制の充実に努めました。 

これらの結果、本事業の売上高は 1,229 億 91 百万円（前年同期比 7.2％増加）となりまし

た。売上高の増加と経費の削減効果により、営業利益は 11 億 19 百万円（前年同期比 74.5％

増加）となりました。 

商品別売上高 
                             （単位：百万円） 

 
前第３四半期 

連結累計期間 

当第３四半期 

連結累計期間 
前連結会計年度 

住 宅 資 材 部 門    

木 材 27,371 29,621 36,559 

プ レ カ ッ ト 材 7,485 7,147 9,486 

建材・住宅設備機器 66,529 72,812 88,817 

計 101,385 109,581 134,862 

木 材 市 場 部 門 13,325 13,410 17,343 

合     計 114,711 122,991 152,206 

 



 

 

 

【不動産事業】 

マンション部門では、一次取得者の皆様を中心に、当社グループの販売力の優位性を発揮

できる横浜市及び川崎市等に販売地域を集中し、免震・強耐震構造や間取りの可変性に優れた

商品の供給に努めております。当第３四半期連結累計期間はマンションの売上計上戸数が前年

同期より減少したため、売上高は 195 億 96 百万円（前年同期比 21.9％減少）となりました。 

一戸建住宅部門では、長期優良住宅の認定基準を上回る性能を確保し、かつ一次取得者が

お求めやすい価格を実現した新商品「パワーホーム」を本格導入するとともに、マンションの

主力エリアである横浜市及び川崎市等においても販売を開始しました。当第３四半期連結累計

期間における売上計上戸数は 132 戸(前年同期比 53.5%増加)となり、売上高は 45 億 48 百万円

（前年同期比 39.1％増加）となりました。 

これらの結果、本事業の売上高は 351 億 30 百万円（前年同期比 8.9％減少）となり、営業

利益は 72 百万円（前年同期比 93.7％減少）となりました。 

①マンション・一戸建住宅の契約・売上計上戸数実績 

（契約戸数実績） 
（単位：戸） 

 
前第３四半期 

  連結累計期間 

当第３四半期 

  連結累計期間 
増   減 

マ ン シ ョ ン 部 門    

首 都 圏 698 826  128 

そ の 他 222 85 △  137 

計 920 911 △    9 

一 戸 建 住 宅 部 門 167 154 △   13 

合    計 1,087 1,065 △   22 

（売上計上戸数実績） 
（単位：戸） 

 
前第３四半期 

連結累計期間 

当第３四半期 

連結累計期間 
前連結会計年度 

マ ン シ ョ ン 部 門    

首 都 圏 516 462 847 

そ の 他 312 23 418 

計 828 485 1,265 

一 戸 建 住 宅 部 門 86 132 192 

合    計 914 617 1,457 

②販売用不動産の内訳 

契約済を含む「完成販売用不動産」は、前連結会計年度末に比べ 77 億 63 百万円増加しま

した。建築着工中の「仕掛販売用不動産」は、マンションの建設が進んだことにより、前連結

会計年度末に比べ 84 億 48 百万円増加しました。また、着工前の「開発用不動産」は前連結会

計年度末に比べ 54 億 12 百万円減少しました。 

 
（単位：百万円） 

 
前第３四半期 

連結累計期間末 

当第３四半期 

連結累計期間末 
前連結会計年度末 

完 成 販 売 用 不 動 産 4,042 9,396 1,633 

仕 掛 販 売 用 不 動 産 26,735 36,437 27,988 

開 発 用 不 動 産 31,582 16,953 22,365 

合    計 62,360 62,787 51,987 



 

 

 

【その他の事業】 

その他の事業の売上高は 57 億 43 百万円となり、営業損失は 2 億円となりました。 

なお、その他の事業については、セグメント区分を変更したため、対前年同期との金額比

較は記載しておりません。 

 
（２）連結財政状態に関する定性的情報 

総資産は、前連結会計年度末に比べ 96 億 51 百万円増加し、1,855 億 52 百万円となりまし

た。販売用不動産の増加や、住宅資材事業の売上高の増加により受取手形及び売掛金が増加

しましたが、投資有価証券、現金及び預金が減少したことなどによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ 122 億 17 百万円増加し、1,483 億 63 百万円となりました。

借入金の増加及び社債の新規発行、マンション部門の前受金が増加したことなどによるもの

です。 

純資産は、利益剰余金の減少などにより前連結会計年度末に比べ 25 億 66 百万円減少し、

371 億 88 百万円となりました。       

 

  （キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、

前連結会計年度末に比べ 80 億 20 百万円減少し、218 億 99 百万円となりました。 

営業活動による資金の減少は、たな卸資産および売上債権が増加したことなどにより 166

億 65 百万円となりました。 

投資活動による資金の減少は、有形固定資産の取得、貸付けによる支出などにより 21 億 66

百万円となりました。 

財務活動による資金の増加は、短期借入金の増加などにより 109 億 39 百万円となりました。 

なお、新規連結による資金の増加が1億72百万円あります。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 23 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 22 年５月 13 日に発表いたしまし   

た通期の連結業績予想の数値から変更はありません。 

 
２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

   ①簡便な会計処理 

（一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

     当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著し

い変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高

を算定しております。 

   （棚卸資産の評価方法） 

     当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半

期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によってお

ります。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正

味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

 



 

 

 

 

（繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

     繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱

い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平

成 20 年３月 10 日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」

（実務対応報告第 24 号 平成 20 年３月 10 日）を適用しております。 

なお、この変更による経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありませ

ん。 

②資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18

号 平成 20 年３月 31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月 31 日）を適用しております。 

これにより、営業損失、経常損失はそれぞれ 2 百万円、税金等調整前四半期純損失は 35

百万円増加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

71 百万円であります。 

 



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,199 30,072

受取手形及び売掛金 32,817 28,756

商品 6,933 5,666

販売用不動産 62,787 51,987

未成工事支出金 470 276

その他 3,419 3,140

貸倒引当金 △112 △6

流動資産合計 128,516 119,892

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 11,168 11,109

土地 31,301 31,289

その他（純額） 1,371 1,395

有形固定資産合計 43,840 43,793

無形固定資産   

のれん 19 11

その他 519 560

無形固定資産合計 539 572

投資その他の資産   

投資有価証券 6,873 7,584

その他 6,205 4,467

貸倒引当金 △422 △409

投資その他の資産合計 12,656 11,643

固定資産合計 57,036 56,009

資産合計 185,552 175,901

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 35,122 34,461

短期借入金 59,121 45,589

1年内償還予定の社債 1,900 1,300

未払法人税等 143 437

引当金 770 1,257

その他 9,196 7,677

流動負債合計 106,254 90,723

固定負債   

社債 2,850 900

長期借入金 25,574 30,369

引当金 1,865 1,658

資産除去債務 72 －

その他 11,747 12,494

固定負債合計 42,109 45,422

負債合計 148,363 136,145



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 22,069 22,069

資本剰余金 16,480 16,489

利益剰余金 △497 1,643

自己株式 △879 △896

株主資本合計 37,172 39,305

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △147 155

繰延ヘッジ損益 △4 △3

土地再評価差額金 △384 △384

為替換算調整勘定 △1,009 △881

評価・換算差額等合計 △1,546 △1,115

新株予約権 3 13

少数株主持分 1,558 1,552

純資産合計 37,188 39,755

負債純資産合計 185,552 175,901



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 158,901 163,865

売上原価 138,288 144,585

売上総利益 20,613 19,280

販売費及び一般管理費 20,251 19,430

営業利益又は営業損失（△） 361 △150

営業外収益   

受取利息 26 18

受取配当金 144 135

持分法による投資利益 5 5

その他 285 313

営業外収益合計 462 473

営業外費用   

支払利息 1,422 1,292

その他 59 90

営業外費用合計 1,481 1,383

経常損失（△） △657 △1,060

特別利益   

固定資産売却益 4 65

特別利益合計 4 65

特別損失   

固定資産除却損 27 32

投資有価証券評価損 223 175

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 32

特別損失合計 251 241

税金等調整前四半期純損失（△） △903 △1,236

法人税、住民税及び事業税 350 249

法人税等調整額 53 167

法人税等合計 403 417

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △1,653

少数株主利益 30 12

四半期純損失（△） △1,337 △1,666



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △903 △1,236

減価償却費 1,208 1,110

のれん償却額 98 6

投資有価証券評価損益（△は益） 223 175

貸倒引当金の増減額（△は減少） 67 27

賞与引当金の増減額（△は減少） △586 △487

退職給付引当金の増減額（△は減少） 257 201

受取利息及び受取配当金 △171 △154

支払利息 1,422 1,292

持分法による投資損益（△は益） △5 △5

有形固定資産除売却損益（△は益） 22 △29

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 32

売上債権の増減額（△は増加） △2,226 △3,725

たな卸資産の増減額（△は増加） 866 △12,211

仕入債務の増減額（△は減少） △253 168

その他 333 △308

小計 352 △15,144

利息及び配当金の受取額 168 154

利息の支払額 △1,307 △1,174

法人税等の支払額 △556 △501

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,343 △16,665

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,619 △694

有形固定資産の売却による収入 29 250

投資有価証券の取得による支出 △272 △179

投資有価証券の売却による収入 25 －

貸付けによる支出 △976 △2,317

貸付金の回収による収入 1,647 859

その他 △33 △83

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,199 △2,166

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,780 14,038

長期借入れによる収入 3,850 12,036

長期借入金の返済による支出 △5,725 △17,336

社債の発行による収入 － 3,000

社債の償還による支出 △1,855 △450

自己株式の売却による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △1 △1

配当金の支払額 △4 △290

少数株主への配当金の支払額 △6 △6

その他 △2 △50

財務活動によるキャッシュ・フロー 35 10,939

現金及び現金同等物に係る換算差額 △66 △128

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,573 △8,020

現金及び現金同等物の期首残高 28,056 29,748

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 560 172

現金及び現金同等物の四半期末残高 26,043 21,899



（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（５）セグメント情報 

〔セグメント情報〕 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成 21

年３月 27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20 号 平

成 20 年３月 21 日）を適用し、報告セグメントは、「住宅資材事業」、「不動産事業」としております。 

①報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成 22 年４月１日 至 平成 22 年 12 月 31 日） 

                                             （単位：百万円） 

報告セグメント 
 

住宅資材 不 動 産     計 

その他 

（注） 
合計 

売 上 高                

  外 部 顧 客 へ の 売 上 高 122,991 35,130 158,122 5,743 163,865 

  セ グ メ ン ト 間 の 内 部 

    売 上 高 又 は 振 替 高 
1,060 211 1,271 796 2,068 

計 124,051 35,342 159,394 6,540 165,934 

セグメント利益又は損失(△) 1,119    72 1,191 △  200 991 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建築工事事業、ソフトウェア

開発・販売事業、ホームセンター事業及びケーブルテレビ事業等を含んでおります。 

②報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項） 

（単位：百万円） 

利益 金額 

報告セグメント計 1,191 

「その他」の区分の損失(△) △   200 

セグメント間取引消去 150 

全社費用（注） △ 1,292 

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △   150 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（参考情報） 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月１日 至 平成 21 年 12 月 31 日） 

住宅資材 不 動 産     建築工事 消去又は 
 

事 業     事 業     事 業    

その他の 

事 業     
計 

全 社     
連 結     

 （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

   売 上 高                 

  (1)外部顧客に対する売上高 114,711 38,571 1,417 4,200 158,901        －  158,901 

  (2)セグメ ント 間の内部            

     売上高 また は振替高            
855 147 403 625 2,031  ( 2,031 ) － 

計 115,566 38,719 1,820 4,826 160,933  ( 2,031 ) 158,901 

営業利益又は営業損失(△) 641 1,152 7 △  13 1,788  ( 1,427 ) 361 

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月 1日 至 平成 21 年 12 月 31 日） 

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が 90％を超えているため、記載を省略しております。 

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成 21 年４月 1日 至 平成 21 年 12 月 31 日） 

海外売上高が連結売上高の 10％未満のため、記載を省略しております。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記  

該当事項はありません。 
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